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昨今のエネルギー情勢と中東諸国の対応 

東京国際大学特命教授 

武石礼司 

 

 

３．中東諸国の石油とガス生産、および電力供給等の状況(続き) 

 

 

⑧ オマーン 

 オマーンの人口は約 500 万人（2023 年）で、国土面積は 30 万平方キロメートルで日本

の約 85％である。一人当たり所得は 25,057 ドル（2022 年、世銀）と高い。 

 オマーンの石油埋蔵量は 54 億バレル、ガス埋蔵量は７千億立方メートルで、中東の産油・

産ガス国の中では少ない方である。内陸に油田・ガス田があり、それらの規模は、UAE お

よびサウジアラビア等の油田・ガス田と比べると規模が小さい。 

パイプラインで海岸沿いにある輸出施設に石油とガスは送られている。 

 

図３－４８ オマーンの石油・ガス田と輸送パイプライン・製油所 

 

資料：JOGMEC 
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オマーンの国内のエネルギー消費量は天然ガスが 68％、石油が 32％で天然ガスが多く利

用されている（図 3－49、2017 年データ）。 

オマーンの油田とガス田は近隣のサウジアラビアおよびUAEと比べると埋蔵量が少ない

が、規模が小さいということは、生産量がピークを過ぎて減速するのが早いことを意味する。

それでもオマーンにおいては、石油生産量を維持するための増進回収法（EOR：Enhanced 

Oil Recovery）が用いられて、生産量の維持が図られており、成果が出ている（図 3－50）。 

図 3－50 に示すように、2007 年から 2016 年までの石油生産量を見ると、増大する傾向

が見られる。石油の国内での消費量も微増傾向にあるが、生産量の増大のほうが多いことか

ら、石油輸出量は微増傾向にあり、石油輸出収入の確保が達成されている。 

 

図３－４９ オマーンの一次エネルギー消費量の比率（％）（2017 年） 

 
出所：米国エネルギー省 EIA 

 

 

図３－５０ オマーンの石油の生産量と消費量の推移（2007 年から 2017 年）（単位：千バ

レル／日） 
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出所：米国エネルギー省 EIA 

 

 図 3－51 でオマーンの原油の輸出先を見ると、7 割が中国向けで、その他、インド、台湾、

日本、韓国、米国向けとなっており、オマーン原油はアジア諸国に向けた輸出量が殆どとな

っている。 

 

図３－５１ オマーンの原油の輸出先（2017 年） 

 

出所：米国エネルギー省 EIA 

 

 オマーンは、ガスを液化して LNG として LNG 専用タンカーにより輸出しているが、ガ
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ス生産量はゆっくりとした増大傾向にあるため、ガス輸出量は維持できている。ガスの国内

消費量も中長期的に見ると増大してきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－５２ オマーンの天然ガスの生産量と消費量の推移（2007 年から 2017 年）（単位：

10 億立方フィート） 

 

出所：米国エネルギー省 EIA 

 

世界の液化天然ガス（LNG）の輸出量の 2022 年の数値を図 3－53 で見ると、オマーンは

世界 8 位となっている。カタール、オーストラリアおよび米国が世界の３大 LNG 輸出国で

あり、第４位および第５位はロシアとマレーシアであるが、第６位から第９位は、ナイジェ

リア、インドネシア、オマーン、アルジェリアの順となっている。 

オマーンの世界経済における認知度は、かなり多くの天然ガスを液化して輸出している

国という点にあると言える。 
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図３－５３ 世界の液化天然ガス（LNG）輸出量（2022 年） 

単位：10 億立方メートル 

 

出所：Energy Institute Statistical Review of World Energy, 2023 
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⑨イエメン 

  

イエメンは、人口は 2,983 万人（2020 年／国連）で、面積は 55.5 万平方キロメートルで

日本の 1.5 倍弱である。アラビア半島の東南の角地を占め、紀元前から王国が成立し、その

後、北イエメンはオスマントルコが支配する期間が長く続いた。オスマントルコの後は、北

イエメンと南イエメンとが別々の国として統治される時代がしばしば生じてきた。 

 その後、1990 年 5 月 22 日に南北イエメンが統合されてイエメン共和国が成立したが、

しかし、2015 年以降には、再び紛争が激化してしまい、石油およびガスの輸出収入も激減

してしまっている。 

 一人当たり所得は、1,018 ドル（2022 年、名目、世銀データ）となっており、2010 年の

2,548 ドルをピークとして、その後年々減少傾向にある。紛争が続くことで、中東諸国の中

では非常に貧しい地域となっている。 

 イエメンの石油とガスの生産地は内陸にあり、パイプラインで海岸沿いの輸出設備に送

ってきた。 

 

図３－５４ イエメンの石油とガス生産地とパイプライン、輸出設備 

 

資料：JOGMEC 

 

石油生産量は、2002 年に日量 45 万バレルを超えるピークを付けた後、大幅に減少してし

まっている。 

天然ガスは、イエメンから輸出するためには液化して LNG 船で運ぶ必要があるが、紛争
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の発生により、2018 年以降、国内で若干量が消費されているのみとなっている（図 3－56）。 

 

 

図３－５５ イエメンの石油生産量の推移（単位：千バレル／日） 

 

資料：Energy Institute Statistical Review of World Energy, 2023 

 

 

図３－５６ イエメンの天然ガス生産量の推移（単位：１０億立方メートル／日） 

 

資料：Energy Institute Statistical Review of World Energy, 2023 

 

 

 

 

 イエメンと、アフリカ大陸のジブチとの間には、紅海の入り口にあたるバーブル・マンデ

ブ海峡があり、イエメンでの紛争が長引くことは、安全保障の点で、世界的に大きな影響が

及ぶ（図 3－57）。 
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図３－５７ イエメンと紅海への入り口（バーブル・マンデブ海峡） 

 

資料：JOGMEC 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ ホルムズ海峡 

 

図 3－58 および図 3－59 はホルムズ海峡を示しているが、海峡の位置関係は、北側がイ

ランで、南側はオマーンの飛び地である。UAE は、オマーンの飛び地の南側を横切ってア

ラビア海側に領土となるフジャイラ首長国が存在している。 

ホルムズ海峡で、航路として指定されているのは、水深が深いオマーン側の海域で、この

地域を船舶が航行する際に攻撃に出会う可能性が存在する。 
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UAE はアラビア湾側からアラビア海側に向けてパイプラインを敷設しており、ホルムズ

海峡が通行不能となっても、石油輸出を継続できるための貯蔵および出荷のための設備も

備えている（図３－30 で記述）。 

 

図３－５８ ホルムズ海峡 

 

出所：JOGMEC 

 

図３－５９ ホルムズ海峡の航路 

 

 

出所：JOGMEC 
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⑪ 中東・北アフリカ諸国の発電量 

 

中東・北アフリカ諸国の電力需給の状況を概観する。 

図３－６０は、中東・北アフリカ諸国の発電電力量の推移を 1985 年から 2022 年まで示

す。サウジアラビア、イラン、エジプトに次いで UAE の発電量が多くなっており、人口が

はるかに多いイラク、アルジェリア等が UAE に続く発電量となっている。 

 

図３－６０ 中東諸国の発電電力量の推移（単位：TWh：テラワットアワー） 

 

（出所）Energy Institute Statistical Review of World Energy, 2023 

 

中東諸国の発電電力量はサウジアラビアが最大で約 400TWh である。その他イラン、エ

ジプト、ＵＡＥが続いている。 

日本の発電電力量は 2022 年で 1,033TWh であり、サウジアラビアの 2 倍を超えている。

サウジアラビアにおいては、天然ガスに加えて、多量の石油を発電に用いている点が特徴で

ある（図 3－61）。 

中東・北アフリカ諸国の 2022 年の発電量の内訳を図 3－61 で見ると、再生可能エネルギ

ーによる発電量は極めて少ない。イランではガス火力が圧倒的に多く、エジプト、UAE も
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ガス火力に依存している。その他の中東・北アフリカ諸国も同じくガス火力に電力供給を多

く依存している。 

 

図３－６１ 中東・北アフリカ諸国の発電量の内訳（2022 年）（単位：テラワット・アワー） 

 

（出所）Energy Institute Statistical Review of World Energy, 2023 

 

 

 

⑪中東諸国における電力分野のプロジェクト 

 

図 3－62 と図 3－63 は、中東湾岸の GCC のアラビア海側に送電線網を設置する計画図

である。将来的な、相互の通電が計画されている。 

 バハレンとサウジアラビアにおいては既に送電線が連系されている。GCC 間においては、

今後も徐々に電力の相互融通の強化が図られる予定である。 

 

図３－６２ GCC の送電網 

0.0 100.0 200.0 300.0 400.0 500.0

Other Middle East

UAE

Egypt

Iran

Saudi Arabia

Oil Natural Gas Coal Nuclear energy Hydro electric Renewables Other



12 

 

 

出所：ICF Congress, Chicago 

 

図３－６３ GCC の送電線網 

 

出所：ICF Congress, Chicago 
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⑫トルコ 

 

トルコの国土面積は日本の約 2倍の 78万平方キロメートルあり、人口も 8,498万人（2022

年、世銀データ）で、中東諸国の中の人口大国である。一人当たり国民所得は 10,675 ドル

（2022 年、世銀データ）と 1 万ドルを超えており、今後先進国入りを目指す位置にある。 

トルコは石油、天然ガスともに自給率は低い。石炭のみで 8 割の自給が達成されている。

エネルギー消費は、図 3－64 で示すように、石油、ガス、石炭の化石燃料に非常に大きく依

存しており、化石燃料の比率は 81％に達している（2022 年）。原子力発電は、同国最初の

発電所を、ロシアが、2023 年現在、トルコ南部の地中海岸において建設中である。 

 

図３－６４ トルコの一次エネルギー消費量の内訳（2022 年）（単位：％） 

 

（出所）Energy Institute Statistical Review of World Energy, 2023 

 

 図 3－65、66、および 67 で、石油、天然ガス、石炭のそれぞれの消費量と生産量の推移

を示している。石油と天然ガスはともにトルコの生産量が少なく、他国からの輸入に依存す

る国であることがわかる。 

 石炭のみが消費量の増大を追うように生産量が増大傾向にあることが図 3－67でわかる。 
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図３－６5 トルコの石油の生産量と消費量の推移（1992 年から 2022 年）（単位：千バレ

ル／日） 

 

出所：米国エネルギー省 EIA 

 

 

図３－６6 トルコの天然ガスの生産量と消費量（2009 年から 2021 年）（単位：兆立方フ

ィート） 

 
出所：米国エネルギー省 EIA 
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図３－６7 トルコの石炭生産量と消費量の推移（2011 年から 2021 年）（単位：100 万ト

ン） 

 

出所：米国エネルギー省 EIA 

 

トルコの天然ガスの輸入先は 2022 年の数値で見ると図 3－68 のようになっている。ロシ

アからが 39％を占め、次いでイランが 17％、アゼルバイジャンが 16％、米国が 10％、ア

ルジェリアが 10％であり、その他、ナイジェリアが 2％、エジプトが 2％で、その他 4％と

なっている。 

米国、アルジェリア、ナイジェリア、エジプトからは液化して LNG 船での輸入となる。 

一方、ロシア、イラン、アゼルバイジャンからは、パイプライン経由となる。 

 

図３－６８ トルコの天然ガス輸入先（2022 年） 
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出所：米国エネルギー省 EIA 

 

図 3－69 は、トルコ向けのガスパイプラインの敷設状況を示している。トルコに向けた

稼働中のパイプラインは、以下の通りである（表３－２の上から順に示す） 

Trans Balkan Pipeline：ロシアからウクライナ、モルドバ、ルーマニア、ブルガリアを経

てトルコに至る。1987 年から稼働中。 

 Tabriz-Dogubayazit/Ankara：イランのタブリーズからトルコへのパイプライン。2001 年

より稼働中。 

 Blue stream：ロシアから黒海を横切ってトルコに向けた海底パイプライン。2003 年より

稼働中。 

 South Caucuses Pipeline (SCP)：アゼルバイジャンからジョージアを経てトルコ国内のパ

イプライン（TANAP）に接続。2007 年より稼働、2018 年に送ガス量を増強済み。 

 Turkish Stream Line 1 and ２：ロシアからトルコまで、黒海の海底にパイプラインを敷

設。2020 年から稼働中。 

 トルコがパイプライン経由で輸入している天然ガスパイプラインで稼働を開始している

ルートは以上である。 

 トルコからは、ギリシャ向け、さらにイタリアへ。あるいは、ブルガリア経由西欧向け等

のガス輸出が行われており、トルコが欧州の天然ガス輸入のキーとなる地域（あるいは交差

点）となっている。 

  

図３－６９ トルコを取り巻くガス輸送パイプライン 
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出所：JOGMEC 

   

表３－２ トルコの天然ガスパイプライン 
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出所：米国エネルギー省 EIA 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



19 

 

表３－２（続き） トルコの天然ガスパイプライン 

 

出所：米国エネルギー省 EIA 

 

 

 

 

トルコは石油パイプライン経由で石油を輸入している。以下が稼働中のパイプラインで

ある（表 3－3）。 

Baku-Tbilisi-Ceyhan：アゼルバイジャンからグルジア経由トルコへ。2006 年より稼働。 

Kirkuk-Ceyhan：イラクのキルクークからトルコへ。トルコの地中海岸の Ceyhan より原

油出荷が可能。1976 年より稼働。送油量は、紛争等によりたびたび大幅減少。 
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表３－３ トルコの石油パイプライン 

 

 

 

出所：米国エネルギー省 EIA 
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⑬ イスラエル 

 

 イスラエルの人口は、2022 年で 956 万人である（世銀データ）。国土面積は東エルサレム

及びゴラン高原を含めて 2.2 万平方キロで、四国 4 県とほぼ同じとなっている。四国 4 県の

人口合計は 357 万人であるのと比べると多く、しかも、イスラエルは都市化が進んでいる。 

 イスラエルの沖合の地中海では、相次いでガス田が発見されており、2023 年におけるガ

ス埋蔵量は 6 千億立方メートルとなっており、オマーンのガス埋蔵量に迫る数値となって

いる。 

 イスラエルの一次エネルギー消費量の比率（2022 年）を図 3－70 で見ると、石油が 42％、

天然ガスが 37％、石炭が 15％を占めており、合計で 94％と化石燃料が圧倒的に多くなって

いる。中長期のエネルギーデータを見ると、石炭の消費量が次第に減少し、天然ガスの消費

量が増大する傾向にある。 

2022 年の石油消費量は 23 万 2 千バレル／日であり、天然ガスの消費量は 113 億立方メ

ートルとなっている。製油所は 2 カ所あり、合計の精製能力は 30 万バレル／日となってい

る。 

日本の石油消費量が 333 万 7 千バレル／日であり、天然ガス消費量が 1,005 億立方メー

トルであるのと比べると、イスラエルは、石油および天然ガスともに、日本の 10 分の 1 前

後の消費量にあることがわかる。 

  

図３－７０ イスラエルの一次エネルギー消費量の比率（2022 年） 

 

（出所）Energy Institute Statistical Review of World Energy, 2023 

 

 天然ガスはエジプトからパイプライン（Arish-Ashkelon）が敷設されており輸入されてい

る。液化天然ガス（LNG）の輸入設備も設置されており、少量の LNG 輸入が 2013 年から
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開始されている。 

 イスラエル沖合の地中海で、大規模なガスが発見されており、次第に開発と生産が進んで

おり、2015 年の時点でガスの自給が達成されている。 

エジプト、ヨルダン、シリア、レバノン、それにイスラエルを加えたガスパイプラインの

敷設も進んでいる（図３－71 および表 3－4）。 

 発電分野では、従来は石炭が主力であったが、自国生産のガスによる発電量が急速に増大

している。 

 

図３－７１ 地中海東岸におけるガス田の発見とパイプライン敷設の計画 

 

（資料）JOGMEC、調査部、豊田 耕平（2022）「東地中海ガス田の行方－欧州向けガス輸

出ルートの可能性と課題－」 
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表３－４ イスラエルの主要ガス田 

 

 

 

 

（資料）JOGMEC、調査部、豊田 耕平（2022）「東地中海ガス田の行方－欧州向けガス輸

出ルートの可能性と課題－」 
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図３－７２ 東地中海におけるガス田の発見と開発計画 

 

 

出 所 ： https://www.osw.waw.pl/en/publikacje/osw-commentary/2022-08-12/israels-

mediterranean-gas-potential-gas-export-to-europe-and 

 

 

 図 3－73 で示すように、東地中海で大規模なガス田が相次いで見つかったことで、様々

なガス輸出プロジェクトが立案され比較検討されることとなった。 

 ガスの権益保有者は、ガスの高値での販売の可能性が高い欧州向けに、できるだけ多く輸

出できるプロジェクトを立案している。一方、イスラエルの議会は、先に発見された Tamar

https://www.osw.waw.pl/en/publikacje/osw-commentary/2022-08-12/israels-mediterranean-gas-potential-gas-export-to-europe-and
https://www.osw.waw.pl/en/publikacje/osw-commentary/2022-08-12/israels-mediterranean-gas-potential-gas-export-to-europe-and
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ガス田に関して、最低でも生産量の４割を国内向けの振り向けるようにとの制約を設定し

ている。 

 

図３－７３ 東地中海のガス田と輸出用パイプライン計画（１）から（４） 

 
注：図中の番号は、（１）イスラエルの Leviathan ガス田からエジプトの地中海沿いの LNG

製造基地に向けてパイプラインを敷設し、LNG を輸出する 

（２）イスラエルの Tamar ガス田からエジプトの地中海沿いの LNG 製造基地に向けてパ

イプラインを敷設し、LNG を輸出する 

（３）イスラエルの Leviathan ガス田からパイプラインをキプロス、クレタ島経由で欧州向

けに敷設しガスを輸出する 

（４）イスラエルの Leviathan ガス田からパイプラインをトルコの地中海岸の石油と天然ガ

スの輸出基地である Ceyhan と結び輸出する 

出所：JOGMEC 
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コラム＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

イスラエルでのシンポジウム             

 

2011 年の 3.11 の東日本大震災とその後の原子力事故の後の 5 月の連休に、筆者はイスラ

エルを訪問する機会を得た。 

 イスラエルのテルアビブ大学から日本、中国、イスラエルの 3 国からの研究者を集めて

再生可能エネルギーに関するシンポジウムを実施したいとの希望を、2011 年の年初に筆者

は受け取った。当方の都合で、5 月のゴールデンウィークであれば訪問できると返事したと

ころ、イスラエル側はそのスケジュールでシンポジウムを計画し、招待をしてくれた。この

シンポジウムの発表の準備をしていたところで東日本大震災が発生してしまった。 

イスラエル側からは、この震災時の原発事故の発生において、日本の状況に関する情報が

殆ど海外に出てこなかったため、再生可能エネルギーに関する小規模な研究会を予定通り

研究者を集めて実施するものの、原発事故に関する日本にある情報をなるべく多く持って

きて、説明をしてほしいとの要請が当方にあった。 

また、聴衆を入れたシンポジウムも、英国在住のイスラエル人の原子力および安全保障の

専門家も呼ぶのでそこにも出席するように言われた。 

結局、日本からは当方 1 人、中国からは政府機関の研究員 2 人、イスラエルから多くの

研究者が参加ということで 5 月の連休を用いて研究会とシンポジウムが開催された。 

以下の写真がイスラエル紙エルサレムポストに掲載されたシンポジウムの写真である。

壇上に 3 人写っているが、4 人目として当方が右側に座っており、日本の原子力発電所の事

故、およびイスラエルのエネルギー需給も含めて説明と意見の表明・質疑応答を行った。  

 このエルサレムポスト紙の記事の中には、当方の説明と質疑が記載されている。 

 

 

July 1, 2011 Friday 29 Sivan 5771 9:27 IST 
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  テルアビブ大学の構内 

 

 駐イスラエルの中国大使（右端）が挨拶 

 

  
招待者ではなかった駐イスラエルの韓国大使が急遽参加を求めてシンポジウム会場を来

訪し、韓国における再生可能エネルギー導入について話しているところ 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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北アフリカの各国の状況 

 

⑭ エジプト 

人口は 1 億 1,099 万人（2022 年、世銀データ）となっており、日本の人口を超えるのも

あと数年となっている。国土面積はほぼ 100 万平方キロメートルであり、日本の 2.7 倍と広

い。 

 一人当たり所得は、4,089 ドル（2022 年、世銀データ、名目値）となっており、1 千ドル

を下回っていた 1970 年代と比べると着実に所得は向上してきている。 

エネルギー消費は、天然ガスが 57％、石油が 36％、再生可能エネルギー（水力を含む）

が 6％、石炭が１％となっている（2020 年データ）。  

 

図３－７４ エジプトの一次エネルギー消費の内訳（2020 年データ） 

 

出所：米国エネルギー省 EIA 

 

 石油生産量について見ると、人口大国であるエジプトの石油消費量は多く日量 75 万バレ

ルを超えており、原油生産量に天然ガス液（NGL あるいはコンデンセート）の生産量を加

えても日量 75 万バレルを下回っているために、差引きの数値で見ると純輸入国の立場にあ

る。 

 それでもエジプトは原油および石油類（コンデンセート）の輸出を、最近 10 年間を見て

も日量 10 万から 20 万バレル程度維持してきており、その分だけ石油類の輸入量も増えて

いる。輸出先は、2021 年のデータでは、インドが 5 割を占め、その他、ギリシャ、イタリ

ア、スペイン等となっている。 

 製油所も国内に 7 カ所あり、精製能力は日量 76 万バレルが確保されている。 
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図３－７５ エジプトの石油生産量と消費量の推移（2012 年から 2021 年）（単位：日量千

バレル／日） 

 

 

出所：米国エネルギー省 EIA 

 

エジプトの天然ガス埋蔵量は 2 兆 1 千億立方メートルで、北アフリカ諸国中では、アル

ジェリアの 2 兆 3 千億立方メートルよりは下回るものの、リビアの 1 兆 4 千億立方メート

ルより多くなっている（2022 年、BP）。 

ガス生産量と消費量の推移を見ると、国内消費量が着実に増大しており、一方、生産量の

増大も生じている。ガスは液化して LNG として輸出されており、2 カ所の液化基地がある。

LNG 輸出量は 2022 年で 89 億立方メートルとなっている。エジプトのガス生産が急減した

2015 年から 2018 年の間は、LNG 輸入が行われている。 

 

図３－７６ エジプトのガス生産量と消費量の推移（1980 年から 2022 年）（単位：10 億立

方メートル） 
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（出所）Energy Institute Statistical Review of World Energy, 2023 

 

エジプトはイスラエル、ヨルダン等とガスパイプラインが連結されている。イスラエルか

らのガス輸入量が増大傾向となっている（図 3－77）。 

 

図３－７７ エジプトのイスラエルからのガス輸入量と、エジプトの LNG 輸出量の推移

（単位：100 万立方メートル／年） 

 

出所：JOGMEC 

 

 エジプトから欧州およびその他地域への輸出量は、市況、需要動向次第で大きく変化して

いる（図３－７８）。 
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図３－７８ エジプトから欧州への LNG 輸出量の推移（単位：100 万トン／月） 

 

出所：JOGMEC 

 

 

 表３－５は、相次いでガス田が発見されているエジプト、イスラエル等の東地中海からの

ガス輸出が欧州向けに行われる可能性と、それらの利点、欠点を比較検討した結果である。 

 LNG による輸出とパイプラインによる輸出のそれぞれの長所、短所があり、政治動向も

関係するために各国間の様々な駆け引きが行われることになる。 

 

表３－５ 東地中海のガス・LNG 輸出可能性 

 

出所：JOGMEC 
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 エジプトおよびその周辺国では、東地中海で相次ぐ大型ガス田の発見を受けて、活発な探

鉱・開発が進められており、エジプト沖の地中海の西部地域の沖合（West Med）において

も新たに鉱区が設定されて探査活動が始まっている。 

 

 

図３－７９ エジプトおよびその周辺におけるガス田および輸出パイプライン（計画含む） 

 

出所：JOGMEC 

 

 

エジプトの電力 

 エジプトの電力需要は増大を続けているが、発電燃料は化石燃料に大幅に依存しており、

水力、再生可能エネルギーの比率は少ないままとなっている。 
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図３－８０ エジプトの発電量の推移とその燃料別内訳（2010 年から 2019 年）（単位：） 

 

 

スエズ運河およびスメッドパイプライン 

 

 スエズ運河を経由して、タンカー、LNG 船が行き交っているが、さらにエジプトのほか、

アラビア湾岸のサウジアラビア、クウェート、UAE およびカタールが出資して原油輸送の

ためのスメッドパイプラインが敷設されている。通油量は年によって変化しているが、凡そ

150 万バレル／日程度が送油されている。送油能力としては 250 万バレル／日となってい

る。紅海側および地中海側にそれぞれ貯油設備および出荷ターミナルが設けられている。 

  

図３－８１ スエズ運河およびスメッドパイプライン 

 

出所：米国エネルギー省 EIA 
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⑮ リビア 

 

リビアの人口は 681 万人（2022 年、世銀データ）で、隣国のエジプトと比べると少なく、

国土面積は 176 万平方キロメートルで日本の 4.7 倍ある。一人当たり所得は 6,716 ドル

（2022 年、世銀データ）である。かつては 1 万ドルを超えたこともあったが、国内の紛争

の発生により大幅な低下が生じている。 

 リビアの油田・ガス田はリビア東部と西部の 2 地域に分かれており、西部地域からはパ

イプラインにより、天然ガスがシチリア島経由でイタリア本土に輸出されている。 

 

図３－８２ リビアの石油・ガスパイプライン 

 

出所：米国エネルギー省 EIA 

 

図３ー８３ リビアの主要油田とガス田、およびパイプライン 



35 

 

 

資料：JOGMEC 

 

リビアの石油生産量は、国内の政治の混乱と紛争により、何回も急減と回復を繰り返して

きている。 

 

図３－８４ リビアの石油生産量と消費量の推移（2010～2021）（単位：百万バレル／日） 

 

出所：米国エネルギー省 EIA 
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リビアからの原油とコンデンセート（天然ガス液）の輸出先は欧州向けが 6 割以上を占

めており、その他アジア太平洋およびアフリカ向けとなっている（2020 年）。 

 

図３－８５ リビアの石油（原油とコンデンセート）の輸出先（2020 年） 

 

出所：米国エネルギー省 EIA 

 

アフリカ諸国の天然ガス埋蔵量を見ると、ナイジェリアが最も多く、アルジェリアが次い

でおり、その他、モザンビーク、エジプト、リビアの順となっている。リビアの埋蔵量は 53

兆立方フィート（＝約 1 兆 5 千立方メートル）となっている。 

 

図３－８６ アフリカ諸国の天然ガスの埋蔵量（2021 年）（単位：兆立方フィート） 
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出所：米国エネルギー省 EIA 

 

 リビアの天然ガスの生産量と消費量の推移を見ると、消費量はほぼ一定しており、輸出量

は生産量次第で変動している。内戦が激化した 2011 年には生産量が急減している。 

 

 

図３－８７ リビアの天然ガスの生産量と消費量の推移（2000 年から 2019 年）（単位：10

億立方フィート） 
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出所：米国エネルギー省 EIA 

 

 リビアの発電量と電力消費量は変動しており、しかも送電ロスが２割近くあり、損失が大

きい。 

 

図３－８８ リビアの発電量と消費量の推移（2000 年から 2019 年）（単位：テラワット・

アワー） 

 

出所：米国エネルギー省 EIA 
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⑯ アルジェリア 

 

アルジェリアは人口 4,490 万人（2022 年、世銀データ）であり、国土面積は 238 万平方

キロメートルで、日本の 3 倍超の広さである。 

一人当たり所得は 4,343 ドル（2022 年、世銀データ）となっている。 

アルジェリアはガス資源の埋蔵量が 2 兆 3 千億立方メートルと多く、原油埋蔵量は 122

億バレルである。ガス田、油田ともに内陸部に位置している。 

ガスは、アルジェリアから海底パイプライン経由でスペインに直接向けた輸出が行われ

るとともに、モロッコ経由でスペインに向けたパイプラインもある。 

そのほか、アルジェリアからチュニジアを経由して、イタリアに向けたパイプラインも稼

働している。 

 

図３ー８９ アルジェリアのガス田とガス輸出パイプラインおよび LNG 用液化施設（１） 

 
出所：JOGMEC 

 

 

図 3－90 はアルジェリアの LNG 輸出ターミナルを示しているが、アルズー（Arzew）と

スキクダ（Skikda）の 2 カ所がある。 
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図３－９０ アルジェリアのガス田とガス輸出パイプラインおよび LNG 用液化施設（２） 

 

出所：JOGMEC 

 

 アルジェリアの国内エネルギー生産量と消費量は、天然ガスが 3 分の 2、石油が 3 分の 1

となっており、化石燃料が圧倒的に多くなっている。 

 

表３－６ アルジェリアのエネルギー状況（2021 年）  

 

注：一次エネルギー生産量・消費量の単位は quad Btu(10 の 15 乗、英国熱量単位） 

一次エネルギー生産量・消費量の内、水力はその他再生可能に含める 

発電量のうち化石燃料による発電は、石油、ガス、石炭火力の合計が 76.6TWh、合計 99％

であることを示す。 

出所：US DOE EIA データ 

原油・石

油製品
天然ガス 石炭 原子力 水力

その他再

生可能
合計

一次エネルギー生産量 0.8 1.6 0 0 0 0 2.3

　内訳比率（％） 32% 67% 1% 0% 0% 0% 100%

一次エネルギー消費量 2.8 3.8 0 0 0 0 6.7

　内訳比率（％） 42% 58% 0% 0% 0% 0% 100%

発電量（TWｈ） 76.6 0 0.1 0.8 77.5

　内訳比率（％） 99% 0% 0% 1% 100%
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 図 3－91 は、アルジェリアの石油（原油および NGL）の生産量と消費量の推移を 2012

年から 2021 年まで示している。アルジェリアの石油生産量は次第に減少する傾向にある。 

それでも、生産量に比べて消費量が少ないために、2021 年においても日量 100 万バレル

程度の石油輸出が可能となっている。 

 

図３－９１ アルジェリアの石油（原油および NGL）の生産量と消費量の推移（2012 年か

ら 2021 年）（単位：100 万バレル／日） 

 

出所：米国エネルギー省 EIA 

 

 

アルジェリアの天然ガス生産量と消費量の推移を 2012 年から 2021 年まで見ると、国内

消費量のほぼ 2 倍が生産量となっており、国内消費量と同程度のガス輸出が続いてきたこ

とが読みとれる。 

 

 

図３－９２ アルジェリアの天然ガス生産量と消費量の推移（2012 年から 2021 年）（単位：

10 億立方フィート） 
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出所：米国エネルギー省 EIA 

 

アルジェリアの発電量と発電燃料の推移を 2011 年から 2020 年まで見ると、コロナ感染

拡大がある中、2020 年には電力消費量が減少しているが、2021 年まで、電力消費量は着実

に増大している。注目されるのは、発電は水力が 1％程度あるのみで、ガスを中心とした火

力発電がほぼすべてを占めている点である。 

 

図３－９３ アルジェリアの発電量と発電燃料の推移（2011 年から 2020 年）（単位：ギガ

ワットアワー） 
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出所：米国エネルギー省 EIA 

 

アルジェリアでは、石油輸出量は次第に減少している。国内消費量の伸びは極めてゆっく

りであるが（図 3－91）、しかし、生産量が減少傾向にあるため、輸出量が減少せざるを得

なくなっている。 

 

図３－９４ アルジェリアの原油とコンデンセートの輸出入量の推移（２０１２年から２

０２１年）（単位：千バレル／日）

 

出所：米国エネルギー省 EIA 

 

 アルジェリアの原油とコンデンセートの輸出先は、図 3－95 で示すように 2021 年におい

て欧州向けが 68％を占め、その他アジア向けが 21％、その他北米等となっている。 

 

図３－９５ アルジェリアの原油とコンデンセートの輸出先（２０２１年） 
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出所：米国エネルギー省 EIA 

 

アルジェリアのガス輸出量は、図 3－96 で示すように、ほぼ横ばいで推移してきており、

コロナ禍でガス需要減を受けて若干の減少が生じている。 

 

図３－９６ アルジェリアのガスの輸出量の推移（2011 年から 2020 年）（単位：10 億立方

フィート） 

 

出所：米国エネルギー省 EIA 
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 アルジェリアの液化ガス（LNG）の輸出先（2021 年）は、トルコ向けが 38％、フランス

向けが 28％、その他スペイン、イタリア、英国等となっており、その他アジア、中東向け

もあるが、欧州向けが 96％を占め、殆どとなっている。 

 

図３－９７ アルジェリアの液化天然ガス（LNG）の輸出先（％）（2021 年） 

 

出所：米国エネルギー省 EIA 

 

アルジェリアからのパイプラインによる天然ガスの輸出先（2021 年）を見ると、LNG と

同じく、欧州向けが 88％を占めている。 

表 3－7 でパイプラインによる輸出ルート別の送ガス能力を示している。アルジェリアか

らチュニジア経由でイタリアに向けてガスを輸出する地中海を横切る海底パイプラインが

1983 年から稼働している。送ガス能力は 1 兆 1,830 億立方メートル／年である。 

 次に完成したのが、アルジェリアからモロッコ経由でスペインほかの欧州諸国向けの輸

出パイプラインで 1996 年よりの稼働である。送ガス能力は 4,240 億立方メートル／年であ

る。 

 さらに 2011 年に完成したのが、アルジェリアから地中海経由で直接スペインに向かう海

底パイプラインで、送ガス能力は 2,830 億立方メートル／年である。 
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図３－９８ アルジェリアのパイプラインによる天然ガスの輸出先（％）（2021 年） 

 

出所：米国エネルギー省 EIA 

 

表３－７ アルジェリアのガス輸出パイプライン 

 

出所：米国エネルギー省 EIA 
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⑰ モロッコ 

  

モロッコは人口 3,746 万人（2022 年、世銀データ）で、人口はゆっくりとした増加を続

けている。2022 年の人口増加率はほぼ 1％（世銀データ）となっている。国土面積は 44.6

万平方キロメートルで、日本の面積の 1.2 倍である。 

一人当たり所得は 3,301 ドルであり、増大傾向にあるが伸び率は低い（2022 年、世銀デ

ータ）。 

 

モロッコのエネルギー供給について見ると、同国の石油、天然ガスの生産量は若干量に止

まり、輸入に大きく依存している。2018 年におけるモロッコの石油消費量は 28 万 6 千バ

レル／日であった。 

天然ガスの国内生産量は 31 億立方フィートで、消費量は 440 億立方フィートであった。

アルジェリアからスペインに向かう天然ガスパイプラインがモロッコを経由しており、こ

のラインの途中からモロッコはガスを一部受け取っている。 

電力消費は 2021 年に 410 億 kWh で、化石燃料による発電が８割を超え、残りは風力が

８％、水力が５％、太陽光が１％となっている（2017 年データ）。 

 

図 3－99 は、モロッコには、若干量ではあるがシェールガスが賦存していることを示し

ている。 

 

図３－９９ 世界のシェールガスの技術的回収可能量（2013 年） 
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＊＊＊＊＊コラム 欧州のガスパイプライン網と韓国のガスパイプライン＊＊＊＊＊＊＊ 

欧州のガスパイプラインの敷設は、1994 年の図 3-100 と 2015 年の図 3-101 を比べると

明らかなように、90 年代以降、急速に進められてきた。 

中東と結ぶ地中海経由のパイプラインは、当初 1980 年代においては、アルジェリアから

チュニジア経由でシチリア島を経由してイタリア半島に向かうものしか存在していなかっ

た。1980 年代においては、計画中のものがアルジェリアからモロッコ経由でスペインに達

するパイプラインが準備されているに止まっていた。 

次に、2015 年には、リビアから直接シチリア島に向かうラインが完成しており、また、

アルジェリアから直接スペインを結ぶラインも完成している。 

その他トルコから EU 諸国に直接に向かうラインも出来上がっている。 

さらに 2024 年現在において、計画中のラインとして東地中海のイスラエル沖からキプロ

ス経由でクレタ島に向かい、その後 EU 諸国に向かうラインも検討されている。 

1994 年と 2015 年のガスパイプラインの敷設の状況を見ると、90 年代以降に欧州で急速

にガスの利用のためのパイプランの整備が進んだことがわかる。 

 

図３－１００ 欧州のガスパイプライン（1994 年） 

 
出所：http://www.eurogas.org/uploads/media/STATISTICS_Eurogas_1994_01.01.94.pdf 

 

http://www.eurogas.org/uploads/media/STATISTICS_Eurogas_1994_01.01.94.pdf
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図３－１０１ 欧州のガスパイプライン（2015 年） 

 

出所：Eurogas statistics report 2015 

 

韓国では、1997 年にタイを発信地とするアジア金融危機が伝染したことにより経済が破

綻し、多くの企業が立ちいかなくなった。韓国政府も資金繰りに困り、IMF の構造調整プ

ログラムを受け入れた。様々な改革を IMF から要請された時期を捉えて、韓国政府は同国

内を一周するパイプラインを計画し導入した。結果として、ガスを効率よく利用でき、エネ

ルギーの消費効率を引き上げるインフラが形成されるに至っている。 

 

図３－１０２ 韓国におけるガス幹線パイプライン 
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出所：OECD IEA, Natural Gas Security Policy, June 2022 より  

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

以下、次号に続く 

 

 

 

 

 

 


